











































































































































































































































































































































































































































内衣に薄水色の儒服を身 まと 、袖からは拱手にした右手親指をのぞかせる。頭髪、髭には所々に白髪が見られ、眉や目がつり上がり、その表情は見 者に独特の緊張感を与える。曽子像は顔子像 同様 儒冠被り、白い紐を顎下で結ぶ。白い内衣に茶地の儒服を着用し、手指を見せずに両手を前に組む。表情は、穏やかながらも冷徹で生真面目な印象である。
これら三像は、共通して色数が抑制され、全体的に静かで荘厳な雰囲
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の三幅対を然るべき場所へと奉納したのであろう。しかし、経師の勝田兵左衛門、張付師の山本正言は表具、塗師・蒔絵師の栗本太郎右衛門・所左衛門は共箱の漆塗りを担当することが可能であろうが、他の者は職種が異なり、特に牧隆元や未得は職人ではない。このことから 蓋裏に名を連ねた人物は、竹翁の作品を奉納するにあたり、そ 制作費や材料の購入費を工面し、あるいは技術を提供したもの とらえるべきであろう。
さらに、彼らはこの作品の注文主と何らかの関係があり、二〇名同士
においても交流があったと窺える。また、彼ら職人の多くや俳 ・未得は神田を住まいとしたため、地縁関係 より本図 奉納 可能性もある。いずれにせよ、この東博本の共箱 書付は、竹翁の制作環境やその活動をめぐるネットワークを知るこ ができ 格好 例と見なすことができよう。
次に、東博本の奉納先を考えてみたい。残念ながら、現時点では万治


































































































































































































の画業において、幕府の御用 とりわけ竹 と将軍 綱との絵画をめぐる関わりや、竹翁が代々儒官として幕府の学問を司った林家から多く絵画制作の依頼を請けていたことを述べた。これらの状況を踏まえ、東博本の共箱 書付から、林羅山に近侍した牧隆元 中心 なり、竹翁や学問所の普請を請け負った職人たちと力を結集し、同所のリニューアルを記念して林家や家綱へ向けて︽孔子・顔子・曽子像︾という礼拝像奉納したものという推論を提示した。
東博本の奉納を示す文献史料を見つけられていないこと、箱蓋裏に列







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『 細 見 美 術 館
ニュースレター』
一〇
９
琴棋書
画図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 双幅 各九三・〇×
三六・〇㎝
各「竹翁筆」 「翠菴之印」朱文
長方印
11
霊照女
図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本墨画
淡彩
一幅 二九・九×
四六・七㎝
「竹翁圖之」 「貞寛」朱文袋形
印
11
霊照女
図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 一幅 三尺一寸三分×
一尺九分
「竹翁圖之」 「翠菴之印」朱文
方印か
『國華』第六三四
号
11
観音図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 一幅 九〇・〇×
四九・〇㎝
「竹翁謹図寫」 「翠菴之印」朱文
長方印、 
「貞寛」朱文袋形
印
11
白衣観
音図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本墨画
淡彩
一幅 九四・二×
三三・三㎝
「竹翁圖之」 「貞寛」朱文袋形
印
14
虎図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 一幅 一〇二・〇×
三八・五㎝
「竹翁図之」 「陽谿圖畫印」朱
文円内方印
15
虎図
（維摩・
龍虎図）
東京国
立博物
館
江戸時代
（一七世紀）
絹本墨画 一幅
（三幅）
八三・三×
三二・七㎝
「竹翁圖之」 「竹翁」朱文方印
11
龍図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 一幅 九九・〇×
五四・〇㎝
「竹翁筆」 「竹翁圖畫」朱文
方印
17
唐獅子・
牡丹図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 三幅 各一四〇・七×
六七・二㎝
中「東濱翠奄竹翁
圖」右左「竹翁筆」
各「竹翁圖画」朱
文方印
『國華』第九二四
号
18
禽鳥図
屏風
ケルン
東洋美
術館
江戸時代
（一七世紀）
紙本着色 六曲
一双
各一六一・二×
三五〇・四㎝
右「竹翁圖」
左「竹翁筆」
各「翠菴之印」朱
文長方印
『秘蔵日本美術大
観　八　ケルン
東洋美術館』
19
枯木ニ
鳩図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
紙本墨画 一幅 九四・五×
二七・五㎝
「竹翁書」 「翠菴之印」朱文
長方印
表　勝田竹翁作品リスト（未定稿）
※ ここでは基本的に執筆者が実見した作品に限定（No.11、17、18、11、15は写真や文献で確認）。
－　－14
11
蓮鷺図 東京国
立博物
館
江戸時代
（一七世紀）
紙本墨画 一幅 八五・四×
三三・六㎝
「竹翁筆」 印文不明朱文方
内円印、「學雄」
朱文壺型印
11
梅竹図 ボスト
ン美術
館
江戸時代
（一七世紀）
絹本墨画 双幅 各一二四・五×
四五・六㎝
右「竹翁畫之」 
左「竹翁耄筆」
「陽谿圖畫印」朱
文円内方印
『ボストン美術館
日本美術調査図
録　第二次調査』、
ボストン美術館
HP データベース
11
梅月図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
紙本墨画 一幅 一一五・〇×
三六・六㎝
「竹翁書」 「翠菴之印」朱文
長方印
11
牡丹図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本着色 一幅 三二・五×
三三・五㎝
「竹翁筆」 「翠菴之印」朱文
長方印、「貞寛」
朱文袋形印
14
富士・
三保松
原図
個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
紙本墨画 三幅 各一一一・四×
四一・八㎝
中「竹翁圖」右
「竹翁笔」左「竹
翁筆」
「竹翁」朱文方印
15
山水図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）
絹本墨画 一幅 七寸五分×
一尺一寸七分
「竹翁筆」 「貞寛」朱文袋形
印
『國華』第六三〇
号
